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皮膚科領域 におけ るS-1108の 臨床的検討

奥田良治 ・安野洋一

京都府立医科大学皮膚科学教室*

新 しく開発 された経口セフェム剤S-1108の 皮膚科領域感染症に対する臨床効果について検

討を行 った。検討対象は12例 で,そ の臨床効果は著効10例,有 効1例,や や有効1例 であ

り,有 効率(有 効以上)は91,7%(11/12)で あ った。細菌学的効果は10例 において検討さ

れ,分 離菌全てが除菌された。

また,自 ・他覚的な副作用および臨床検査値の異常変動は認められなかった。
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S-1108は 塩 野義製薬研究所において新 しく合成さ

れた経口用セフェム剤で,内 服後腸管か ら吸収され,

腸管壁エステラーゼにより加水分解されて活性型の

S-1006と なって抗菌作用を発揮する1)。S-1006は グ

ラム陽性菌およびグラム陰性菌に対 し,幅 広い抗菌ス

ペクトラムを有するが,EnterococcuS属 お よびメチ

シリン耐性黄色ブ ドウ球菌に対 しては抗菌力を示さな

い2～5)。

著者らは今回,皮 膚科領域感染症 に対する本剤の臨

床効果について検討する機会を得たので,そ の成績を

報告する。

対象は,平 成2年10月 か ら平成3年5月 までの8

ケ月間に当科を受診 し,治 験参加の同意が得 られ た

19歳 ～88歳 の皮膚感染症患者であ り,男 性8例,女

性4例 の計12例 であった。

本剤の投与方法は,全 例1日3回 食後内服で,1回

100mg投 与 が11例,1回150mg投 与 が1例 であ

り,投 与期間 は6日 間～10日 間,総 投与量 は1800

mg～4500mgで あ った。

対象疾患をI～VI群 の疾患群に分類すると,皿 群3

例(癒2例,痴 腫症1例),IV群2例(丹 毒1例,表

在性リンパ管炎1例),V群5例(化 膿性汗腺炎1

例,感 染性粉瘤4例),VI群2例(表 在性二次感染2

例)で あった。

臨床効果判定は自 ・他覚所見および検査所見の推移

をもとに,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段 階およ

び判定不能で評価 した。細菌学的効果は,投 与前後 に

病巣より分離された検出菌を勘案の上,起 炎菌を推定

し,そ の消長をもとに消失,減 少(部 分消失),菌 交

代,不 変および不明の5段 階で判定 した。なお,排 膿

が消失するなど明らかに感染症状が消槌 し,菌 検出が

不能 と思われた場合は消失と判定 した。

臨床的検討を加えた症例の一覧をTable1に,疾

患別臨床効果をTable2に 示 した。12例 中,著 効10

例,有 効1例,や や有効1例 であ り,全 体の有効率

(有効以上)は91.7%で あ った。疾患別にみると,感

染性粉瘤が著効2例,有 効1例,や や有効1例 であ っ

たが,他 の疾患群にっいては総て著効であった。

12例 中10例 か ら菌が分離 され,そ の内訳は,Sta-

phylococcus epidmnidis 4株Staphylococcus

aureus 2株,Propionibacterium acnes 2株,

Streptococcus pyogems 1株,Group G Strepto-

coccus1株 であり,そ の総てが消失 した。また,各 分

離菌のMIC値 は ≦0.025～6.25μg/mlの 範 囲であ

り,他 のセフェム剤(cefteram, cefaclor, cefotiam)

と比較 して同等 もしくはやや優れていた(Table 3)。

本剤の投与に起因すると思われる自 ・他覚的副作用

は認められなかった。

またTable 4に 示すよ うに臨床検査値の異常変動

も全 くみられなかった。

以上 により,S-1108は 皮膚科領域感染症に対 して

有用かっ安全性の高い薬剤であると考えられた。
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Table 1 Clinical efficacy of S-1108 in dermatological disease

Table 2 Final global improvement rating according to diagnosis
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Table 3. Sensitivity of organisms to S-1006, coftoram,
cefaclor, cefotiam

Table 4. Laboratory findings before and after treatment with S-1108

B: before N.T.: not tested

A: after
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S-1108 in cutaneous bacterial infections

Ryoji Okuda and Hirokazu Yasuno
Depertment of Dermatology, Kyoto Prefectural University of Medicine
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We clinically evaluated S-1108, a new oral cephem antibacterial agent, in dermatologic
infections and obtained the following results.

1) In a clinical study, S-1108 was administered orally in doses of 150 mg t.i.d. or 100 mg
t.i.d. to 12 patients with various bacterial dermatoses : furuncles(2), furunculosis
(1), erysipelas(1), lymphangitis(1), suppurative hidradenitis(1), infectious atheroma
(4), and secondary infection(2). Clinical results were : excellent in 10, good in 1,
and fair in 1. The overall clinical efficacy of the drug was 91.7%.

2) Ten bacterial strains isolated from cutaneous lesions were : Staphylococcus epider-
midis (4), Staphylococcus aureus (2), Propionibacterium acnes (2), Streptococcus

pyogenes(1), and Group G Streptococcus(1). The rate of eradication of 10 strains of
isolated organisms was 100%.

3) There were no side effects, or abnormal laboratory data related to treatment.


